
「
北
石
切
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
茶
論
」
午
後
の
イ
ベ
ン
ト 

人
生
を
豊
か
に
す
る
論
語
の
教
え 

 

令
和
四
年
九
月
二
十
一
日
（
水
） 

講
師 

 

陣
一 

永
機 

氏 

        

子し

曰い
わ

く
、
学ま

な

び
て
時と

き

に
之こ

れ

を
習な

ら

う
、
亦ま

た

説
よ
ろ
こ

ば
し
か
ら
ず
や
。
朋と

も

有あ

り
、
遠

方

え
ん
ぽ
う

よ
り
来き

た
る
、
亦ま

た
楽た

の

し
か
ら
ず
や
。
人ひ

と

知し

ら
ず
し
て

慍
い
き
ど

お
ら
ず
、
亦ま

た
君く

ん

子し

な

ら
ず
や
。 

     

子し

曰い
わ

く
、
人ひ

と

の

己
お
の
れ

を
知し

ら
ざ
る
を
患う

れ

え
ず
、
人ひ

と

を
知し

ら
ざ
る
を
患う

れ

う
。 

      

子し

曰い
わ

く
、
其そ

の
以も

ち

う
る

所
と
こ
ろ

を
視み

、
其そ

の
由よ

る

所
と
こ
ろ

を
観み

、
其そ

の
安や

す

ん
ず
る

所
と
こ
ろ

を

察さ
っ

す
れ
ば
、
人ひ

と

焉
い
ず
く

ん
ぞ
廋か

く

さ
ん
や
、
人ひ

と

焉
い
ず
く

ん
ぞ
廋か

く

さ
ん
や
。 

 

  子
曰
、
學
而
時
習
之
、
不
亦
說
乎
。
有
朋
自
遠
方
來
、
不
亦
樂
乎
。

人
不
知
而
不
慍
、
不
亦
君
子
乎
。 

（01
-0

1
）  

子
曰
、
不
患
人
之
不
己
知
、
患
不
知
人
也
。  

（01
-1

6

） 

  

子
曰
、
視
其
所
以
、
觀
其
所
由
、
察
其
所
安
、
人
焉
廋
哉
、
人
焉
廋
哉
。  

（02
-1

0

） 
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子し

曰い
わ

く
、
参し

ん

や
、
吾わ

が
道み

ち

は
一い

つ

以も
っ

て
之こ

れ

を

貫
つ
ら
ぬ

く
。
曾そ

う

子し

曰い
わ

く
、
唯い

と
。
子し

出い

づ
。
門

人

も
ん
じ
ん

、
問と

い
て
曰い

わ

く
、
何な

ん

の
謂い

い

ぞ
や
。
曾そ

う

子し

曰い
わ

く
、
夫ふ

う

子し

の
道み

ち

は
、

忠
ち
ゅ
う

恕じ
ょ

の
み
。 

      

子し

曰い
わ

く
、
老

者

ろ
う
し
ゃ

は
之こ

れ

を
安や

す

ん
ぜ
し
め
、
、
朋

友

ほ
う
ゆ
う

は
之こ

れ

を
信し

ん

ぜ
し
め
、

少

者

し
ょ
う
し
ゃ

は

之こ
れ

を
懐な

つ

か
し
め
ん
。 

      

子し

曰い
わ

く
、
歳と

し

寒さ
む

く
し
て
、
然し

か

る
後の

ち

に

松
し
ょ
う

柏は
く

の
彫し

ぼ

む
に
後お

く

る
る
を
知し

る
。 

       

子し

曰い
わ

く
、
君く

ん

子し

は
人ひ

と

の
美び

を
成な

し
、
人ひ

と

の
悪あ

く

を
成な

さ
ず
。

小
し
ょ
う

人じ
ん

は
是こ

れ

に
反は

ん

す
。 

 子
曰
、
參
乎
、
吾
道
一
以
貫
之
。
曾
子
曰
、
唯
。
子
出
。
門
人
問
曰
、
何
謂
也
。

曾
子
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。  

（04
-1

5

） 

 

子
曰
、
老
者
安
之
、
朋
友
信
之
、
少
者
懷
之
。  
（05

-2
6

） 

 

子
曰
、
歲
寒
、
然
後
知
松
柏
之
後
彫
也
。  

（09
-2

8

） 

 

子
曰
、
君
子
成
人
之
美
、
不
成
人
之
惡
。
小
人
反
是
。  

（12
-1

6

） 

 


